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訃報の受信 

 今年３月２２日、「Ｂ‘会」の幹事である立命の

平佐氏から牧野教官の了解も得て、次回の「Ｂ 

‘ 会」を５月２５日（水）に開催する旨のＥメー

ルが入った。 

当日牧野教官をはじめメンバーのみんなに会え

るのを楽しみにしていたところ、５月２３日平佐

氏から本日午前牧野教官が亡くなられたとの連絡

がＥメールで入ってきた。 

告別式は「Ｂ‘ 会」の開催が予定されている、

５月２５日に行われるとのこと何か不思議な感じ

がしました。牧野野教官が「Ｂ’ 会」開催日に行

えばみんなに少しでも迷惑をかけずに済むだろう

と優しい心配りで天国行きの日程を調整されたか

のようにさえ感じました。 

さて、この「Ｂ ’ 会」は関西・東海航空部の昭

和３６年卒のＯＢ達が牧野教官を囲んで、近況を

話し合う場として、大学卒業後続けてきた親睦会

であります。 

 

牧野教官との出会い  

 私の航空機乗組員手帳（現在の FLIGHT 

LOGBOOK）によると、今から５８年前の 1957

年（昭和３２年）同志社大航空部に入部して、そ 

の年の４月に現在の田辺校舎の近くにあった木津

川の玉水と云う滑空場で新人合宿があり、まず北

尾教官から指導を受けた後、１９５８年（昭和３

３年）３月８日牧野教官から指導していただいた

のが初めての出会いと記憶しております。その後、

１９５８年３月２５日から１９５９年（昭和３４

年）１２月１７日は旧高松飛行場（今の高松空港

の北にあった）で指導を受け、１９６０年（昭和

３５年）３月２２日から２６日まで八尾飛行場で

も指導を受け、同年８月３０日には第１０回全日

本学生選手権大会に出場して、牧野教官からの特

訓の実があり、２部で３位に入賞することが出来

ました。大学卒業後は会社を定年退職するまでの

３７年間はほとんどグライダーに乗ることはあり

ませんでした。しかし会社退職後１９９９年（平

成１１年）に自家用操縦士技能証明書（グライダ

ー上級）を取り直して、アメリカ、オーストラリ

ア、ニュージーランドなどへ海外遠征をするとと

もに日本では明野、各務ヶ原、長野、木曽川、大

野、福井の大空を満喫することが出来たのも牧野

教官のお陰であると心より感謝しております。 

 

「Ｂ ’ 会」での思い出 

牧野教官は２０００年（平成１２年）頃までは

体調もよく、木曽川滑空場周辺をはじめ長野の白

馬オリンピック場跡、阿蘇久住滑空場周辺などを

旅行しながら牧野教官を囲んで親睦会を行ってき

た。しかし、２０００年以降、牧野教官の足の状

態が徐々に悪くなられ、２００７年（平成１９年）

１０月に私と三重県の明野飛行場を訪問した時も

松葉杖に近いものを使って歩いて見えました。 

また牧野教官が２０１１年（平成２３年）の空の

日に(財)日本航空協会から航空関係で貢献された

９０歳以上の人に贈られる航空亀齢賞を受賞され

た時も足の調子が悪い中、東京の会場まで出向き

式に参列された。後日、受賞をお祝いするため

「Ｂ ’ 会」を開催して皆で喜び合った。このよう

な牧野教官の体調のことも考えて、２００９年（平

成２１年）以降は牧野教官宅に近い芦屋のホテル

を会場として、「Ｂ ’ 会」は続けられてきました。 

明野飛行場訪問の思い出 

 ２００７年（平成１９年）１０月１４日早朝５
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時に牧野教官を自宅へお迎えに行き、約 １７０

Km 先の明野飛行場へ向かった。飛行場ではグラ

イダーASK21 とモーターグライダーフアルケに

搭乗され大変楽しまれ、喜んでおられたのを思い

出します。また、明野航空学校の航空記念館にも

立ち寄られ、第二次大戦時、鹿児島の知覧特攻基

地へ集結する前、明野を出発する特攻飛行士が書

いた遺書・遺品などを興味深げにご覧になってい

たのを思い出します。話は変わりますが、帰りの

車の中で牧野教官からこんなことを言われました。 

君の大学学生時代以降の生活状況はすべて私の耳

に入ってくるので、注意して生活するようにと云

われました。はじめは何のことかよくわからなか

ったのですがだんだんわかってきました。私の父

が阪急京都線の正雀と云うところで会社をやって

いたとき、近くの郵便局で牧野さんのお姉さんが

勤めてみえて、私の父がよく郵便局へ行き牧野さ

んのお姉さんと私のグライダーのことなどについ

て話をしていたようです。それが牧野さんの耳に

入っていたことがわかりました。牧野教官曰く姉

と君のお父さんは「ポンユウ」だったとのこと、 

私の父が２００４年に他界し、その後、牧野さん

のお姉さんも亡くなられたようで、その後私の情

報漏洩はなくなり安心して日常生活を送ることが

出来ています。 

 

８０歳からパソコンマスター 

牧野教官は８０歳からパソコンを始められ、マ

スターして原稿作りが晩年の生きがいのようでし

た。その技術から生み出されたのが５冊の自分史

でした。 

第１部「私の航空７０年史」平成１９年。第２

部「大空こそ我が命」平成２１年。 第３部「卒

寿からの挑戦」平成２３年。第４部「特別操縦見

習士官の記録」平成２３年。第５部「私のＢ ’ 会

物語」平成２７年。 

これら自分史１０００ページを読むと牧野教官

の生き様がわかると同時に私のグライダー人生を

振り返ることも出来ます。この１～３部は国立図

書館ならびに東京新橋の航空図書館にも保管され

ています。 

 

亡くなられる５ヶ月前、元気に面談 

毎年末、窪田君と一緒に牧野教官宅を訪問する

のが恒例になっていました。最後にお会いしたの

は亡くなられる５ヶ月前の２０１５年１２月１６

日でした。元気にパソコンをしたり、またＤＶＤ

を見たりして楽しい時間を過ごすことが出来まし

た。これが最後となるとは夢にも思いませんでし

た。戦後の学連の歴史を作った人がまた一人亡く

なられ寂しさで一杯です。安らかにゆっくり休ん

で下さい。空の上から我々を見守って下さい。ご

冥福を祈り、あの世での再会を期待しながら追悼

文とさせていただきます。 

 


